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論文内容の要旨

本論文は，湖沼富栄養化問題に対処するために，底泥からの窒素・燐溶出機構ならびに水-底泥聞の

窒素・燐交換現象を理論的，実験的に検討し，これらの底泥対策への応用に関する研究の成果をまとめ

たもので， 5 章および総括ならびに結論から成っている。

第 1 章では，湖沼富栄養化と底泥内窒素・燐の関連性を検討し，これらの溶出関与画分と存在状態お

よび分布特性を明らかにすると共に，底泥内窒素・燐の季節変動特性について考察している。

第 2 章では，底泥からの窒素・燐溶出速度の各種評価手法を比較検討し，これら溶出速度に及ぼす温

度， pH，溶存酸素，底生生物，底泥間隙率の各因子の影響を論じている。

第 3 章では，底泥からの窒素・燐溶出速度を求め， これらの季節変動特性を明らかにすると共に，こ

れらから算出される窒素・燐の内部負荷量の解析から，湖沼内の窒素・燐収支に占める底泥の役割を考

察している。

第 4 章では，底泥内窒素・燐の変化過程，底泥粒子の沈降・堆積・圧密過程および各影響因子を組み

込むと，底泥からの窒素・燐の溶出が鉛直一次元多層ボックスモデルとして数式化できることを明らか

にし，モデル式のパラメーターを求めているO

第 5 章では，霞ヶ浦および湯ノ湖に底泥からの窒素・燐溶出モデ、ルを適用し，底泥内窒素・燐濃度お

よび底泥からの窒素・燐溶出速度の各計算値と実測値を比較検討すると共に，底泥からの窒素・燐溶出

速度に及ぼす各種影響因子の解析から，外部負荷量を削減し，窒素・燐の底泥沈殿量を減少することが

最も重要であることを明らかにしている。

総括ならびに結論では，以上の各章で得られた諸結果を本論文の目的に従ってまとめ，本研究の意義
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と将来展望を述べている。

論文の審査結果の要旨

本論文は，富栄養化問題に対処するために，湖沼底泥からの窒素・燐溶出とその制御について理論的，

実験的に検討したもので，主な研究成果は次の通りであるO

(1) 湖沼底泥内の窒素・燐の中で，底泥粒子に吸着しているアンモニア態窒素，不溶性有機態窒素およ

び Fe 型の燐が溶出に関与する画分であることを明らかにすると共に，これらの底泥内分布特性なら

び、に季節変動特性について考察している。

(2) 湖沼底泥からの窒素・燐溶出速度を各種評価手法で比較検討し，コアー擬似現場法および数理モデ

ル法が最も実用性の高い手法であることを明らかにすると共に， これら 2 つの評価手法を用いて，底

泥からの窒素・燐溶出速度に及ぼす温度， pH，溶存酸素，底生生物，底泥間隙率の各因子の影響を

論?じている o

(3) コアー擬似現場法および数理モデル法により底泥からの窒素・燐溶出速度の季節変動特性を明らか

にすると共に，これらから算出される窒素・燐の内部負荷量と外部負荷量の比較検討から，湖沼内の

窒素・燐収支に占める底泥の役割を考察しているo

(4) 底泥内窒素・燐の変化過程，底泥粒子の沈降・堆積・圧密過程，底泥間隙水の移動過程ならびに溶

存酸素を組み込むと，底泥からの窒素・燐の溶出が鉛直一次元多層ボックスモデルとして数式化でき

ることを明らかにしている。

(5) 底泥からの窒素・燐溶出モデルを震ケ浦および湯ノ湖に適用して求めた底泥内窒素・燐濃度および

底泥からの窒素・燐溶出速度の各計算値は，実測値と良く一致することを明らかにすると共に，溶出

モデルの各状態変数の解析から，窒素・燐溶出速度に及ぼす各種因子の影響を論じている。

(6) 底泥からの窒素・燐溶出に関する知見をふまえて，竣深，覆土，曝気，底泥内燐の不活化および底

泥への窒素・燐沈殿量の削減による各種底泥対策を評価し，底泥からの窒素・燐溶出を効果的かっ長

期的に抑制するには，外部負荷量を削減し，底泥への窒素・燐沈殿量を減少させることが最も重要で

あることを明らかにしている。

以上のように，本論文は，従来不明確であった湖沼富栄養化現象とその防除対策について有用な知見

を得ており，湖沼環境基準の類型ならびに湖沼水質保全計画の策定，さらに湖沼以外の閉鎖性水域にお

ける汚染物質の挙動解析に適用でき得るもので，学術上，実際上有用な成果であり，水質管理工学の発

展に寄与するところが極めて大きい。よって本論文は，博士論文として価値あるものと認めるO
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